
 

  

ようやく梅雨が明けて夏本番になり、暑さも本格的になってきます。子どもは、

大人に比べ体温調節機能が未発達で、気温が体表温度より高くなると熱を逃すこ 

とができず、反対に周りの熱を吸収するおそれもあるとのことです。 

 十分な配慮を行いながら一人一人の健康観察、子どもたちの様子を把握してい 

きたいと思います。お子さんの体調について気になる事がありましたら、些細な 

ことでも登園時にお知らせ頂けますよう宜しくお願い致します。  

  

  

・快適な環境の中で活動と休息のバランスを良くし暑い夏を過ごす。 

 ・水、砂、泥に触れて感触を楽しみながら夏ならではの遊びを楽しむ。 

 

☆お願い・お知らせ☆   

◎毎日汗をたくさんかきます。 

  着替えを多めに、汗拭きタオルを持たせてください。 

  週末はお昼寝セットと一緒に靴も洗って下さい。 

             

◎９時３０分までには登園しましょう。 

遅くなる時は必ず連絡下さい。 

  また、お迎えの時間がいつもよりも遅くなる場合も同様です。 

 

◎プールカードのチェックについて 

  ８月も引き続き記入をお願いします。“記入もれ”に気を付けてくだ

さい。 

 

◎お盆について 

  13日・14日に申し込みをされている方は、お弁当・水筒持参に 

  なる可能性があります。よろしくお願いします。 

 

◎8月は、英語教室は２回（3・10日）になります。 

体操教室が７回(5・12・17・19・24・26・31 日)になります。 

  

                    

無限の可能性を持つ子ども達。保育者は１人ひとりの力を引き出せる存在であるため

に、園の中のさまざまな場面で大切にしているものがあります。 
 

●ひとっていいな● ～ すべてはあなたからはじまる ～ 

乳幼児にとって保育者は、その子の気持ちや園での生活すべてを預ける存在です。 

                

 

 

 

 

 

●声かげん● ～ かけすぎないちょうどいい塩梅 ～ 

子どもは成長の過程で初めてのことに挑戦したり、いろいろな問題や悩み事を抱え

ることがあります。 

 

 

 

 
 

●今のあなたがすばらしい● ～ よっしゃ！の瞬間 ～ 

子どもそれぞれでやり終えるまでのプロセスは違い、やり終えた成果も違います。 
 

 

 

 

 

 

●なみだとけんかは園の華● ～ コミュニケーションをする力を育む最高の瞬間 ～ 

子どもは成長に伴って他者との関係作りを行っていきます。その中で、自分と相手

の気持ちや欲求がぶつかり合います。 

 

 

 

 

日 曜 行事予定 

１ 日  

２ 月  

３ 火 英語教室 

４ 水  

５ 木 体操教室 

６ 金  

７ 土  

８ 日 山の日 

９ 月 振替休日 

10 火 英語教室 

11 水  

12 木 体操教室 

13 金 お盆 

14 土 お盆 

15 日 お盆 

16 月  

17 火 体操教室 

18 水 誕生会 

19 木 体操教室 

20 金  

21 土  

22 日  

23 月  

24 火 体操教室 

25 水  

26 木 体操教室 

27 金 リハーサル（１回目） 

28 土  

29 日  

30 月  

31 火 体操教室・お便り配布 

その子が安心して園での

生活を送れるように、その

子のいろんな欲求ややり

たいことを叶えてあげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもは人から愛されて

いる実感を持つことがで

きる。気持ちが満たされる

ことで自信が生まれる。 

保育者は良かれと

思って子どもの気

持ちを代弁したり、

手を貸してしまう。 

自発的に活動できるよう

に、子どもにとってベス

トなタイミングを見計ら

って声をかける。 

保育者の都合や時

間を優先した保育

は、子どもが感じる

ことに気づけず、子

どもの欲求に応え

られない。 

保育者が声をかけてくれ

ることで、子どもは自分の

ことを見てくれている、認

められていると安心し、最

後までがんばれる。 

完成物や結果に対

して、上手にやり遂

げられたか大人の

価値観で判断して

しまう。 

成長の各段階においてその

子ができること/できない

ことを知り、今その子がで

きたことを認めてあげる。 

子どもは自分が肯定され

ていることを感じ、萎縮

せず勇気をもって新しい

ことにチャレンジできる

ようになる。 

意見や感情の衝突が

どこで起こるのか予

想できず、起こった

ときに保育者はどこ

で介入すべきか判断

するのが難しい。 

８月園だより 
あやめ原こども園 

令和３年８月 

保育目標 

場面を保育者間で共有し、

辛抱強く待つこともあれ

ば早期収拾を図るために

働きかけることもある。 

子どもが自然と「折り合

いをつける」ことを身に

つけ、他者との関係性を

築く力がついてくる。 

参照資料：「その子の宇宙が拡がり続けるためのことば」より 

こどもは、自ら伸びていく芽を持っています。私たちは、その子の芽の、光と水と土でありたい。 

 人にであい、人とふれあい、遊び、心がうごく、 

その瞬間にこそ、学びに向かう意欲が育ちます。 

その子の、心の声に耳をかたむけ、かかわることを大切に、「その子らしさ」をこれからも大切に

１人ひとりと関わっていきたいと思います。 

 

そこで そうすると 

そこで 

そこで 

そこで 

そうすると 

そうすると 

そうすると 


